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公所一一郷・鎮公所・…・・旧行政村 (8)) となり、基層組織の編成は、 25戸でl里をつくり、


























































































































































































































































































































































































































































































?戒能通孝著作集第N巻所有権j日本評論社、 1977年、 p.112-202.なお、原載は f法律
社会学の諸問題j0943年)であるO
山 剛 1996 1清末・民間期、珠江デルタ}I買徳県の集落と「村jの領域 !日中田村落の再
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片山 剛 2008 11930年代広東省土地調査卒業と郷の境界画定:1村の土地」の存否をめぐっ
てJr近代東アジア土地調査事業研究ニューズレターJ第3号、 pp.31-50.








旗田 議 1973 r中田村落と共間体理論j岩波書庖、 304p.


































中国語原文は、片山2009(pp. 159-171) に掲載しである。 A~Oの各段の米尾のペー
ジ数は、片山2009における中国語原文の掲載ページを示す。[ ]内は片山による注釈。
+2009年l月8日三甲村での聞き取り





















































































2009， p. 163) 
J (黄鋭氏の j可涌不可売、所以叫“死涌"。田可以売、所以叫“j舌由"0 (片山































































































































































(51) r寄庄jという語の意味から、三甲の人は寄庄穀を払う必要はないと推測できる O したがっ
て「太公が払う」というのは誤解であろう。
(52) r持稿による1斗田の収穫量は比較的よい場合で100斤であった」という話と矛盾するので、
l畝で、はなく 1斗田かもしれない。
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